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社協のおしごと「福祉相談員の体験ブース」も出展社協のおしごと「福祉相談員の体験ブース」も出展
　福祉の仕事は「高齢者や障がい者の介護」だけではありません。私たち
社協の相談員は、地域で接する方の何気ない言葉から、その方が必要とし
ていることをくみとり、必要な地域の資源と結びつけることを仕事としてい
ます。この一部を社協のブースで体験してもらいました。社協の仕事とは何
か、を参加者に知ってもらい、「ふだんのくらしのしあわせ」を実現する
人が育ってくれることを期待しています。

　本基金の創設来、多くの皆様のご厚意のもと、子どもの現在や未来への支援を実施させていただいています。
　これまでは緊急的な支援の度合いが高い、ひとり親世帯を中心とした事業を行っていました。今回はあい子ど
も応援基金の目的である「笛吹市の子どもたちの健やかな成長と夢と希望を応援する」ために、笛吹市のすべて
の子どもたちを対象にした事業を行い、新たにこの基金で求められる可能性を探っていくこととなりました。保護
者から子どもたちに職業体験の機会を求める声が多く上がり、地元の企業や学生ボランティアの協力を得て、地
域全体で子どもたちの職業体験を応援する仕組みづくりを行い、今回の事業を実施することとなりました。
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・ あすなろ石和薬局
・ 株式会社エスティケイ
・ ヒューマンアカデミー
　　　　ロボット教室
・ 美容室 ミワ
・ 美容室 髪ing
・ NOBLE
・ 株式会社ＳＰＣ
・ 甲府共立病院
・ 笛吹警察署
・ 笛吹市消防本部 

はじめに・・・



お問合せ
お申込み

笛吹市社会福祉協議会本所 TEL.055-265-5182
御坂地域事務所TEL.055-287-7355
八代地域事務所TEL.055-265-2240
春日居地域事務所TEL.0553-26-3667

石和地域事務所TEL.055-262-1267
一宮地域事務所TEL.0553-47-2288
境川地域事務所TEL.055-266-5911
芦川地域事務所TEL.055-298-2170

継続的な支援の必要性 ～子ども達が未来に希望を持ち、健やかに育まれるように～
　基金創設当初は、世間ではあたり前とされている「1日３回食事をとる」「お正月を祝う」といったことが十分
にできない「貧困」に目を向け、「食」や「伝統的な習慣の体験」の支援を行ってきました。
　事業を継続し、保護者や子どもの声を聴くなかで、子どもの心身の成長を促すためには、「食」は当然のこと、
「社会との交流」や「様々な体験」が必要であり、そのような活動を望むこともわかってきました。そこで、地元
企業の協力により「余暇を楽しむホテル温泉施設の利用」「お正月の買い物チケットの利用」「未来への選択肢
を広げる職業体験」などを行いました。参加者の「楽しかった」「またやって欲しい」などの声も多く、よい取り
組みに繋がっています。

　反面、今回の職業体験では、受付開始の初日で定員を上回る申し込みがあるなど、希
望する家庭が非常に多く、まだまだこれからの体制を充足させる必要があることがわか
りました。
　より多くの子ども達に対象を広げていきたい思いもありますが、人手や経費など様々
な問題もあります。今後は当会とネットワークを持つ、子どもの支援を行っている関係機
関や団体への協力を強化することで、より多くの子ども達へ皆様の気持ちが届く体制を
検討していきます。
　子どもを取り巻く様々な環境が課題とされる昨今、ますます支援の必要性は増加して
いきます。笛吹市の子ども達が未来に希望を持ち健やかに育まれるよう、あい子ども応
援基金を始め、諸活動について引き続きご支援・ご協力をよろしくお願い申し上げます。

情報提供の支援 ～ご寄付のおかげでLINEサービスが有料になっても活用ができています～

笛吹市社会福祉協議会
各地域事務所で

ご寄付を受け付けております。

・食料品や物品の購入費用など、
　ニーズに応じた活用
・事業に必要な事務費・人件費など

基金の
活用方法

寄付金
控除

今後も継続的な活動とするために…
基金への寄付をお願いいたします。

ご寄付・ご協力いただき、ありがとうございます。
令和６年２月２日～令和7年 3月31日

（順不同）【寄付金をいただいた方】
雨宮 善武 様／雨宮 美枝子 様／小林 真由美 様／竹内 稔 様／今泉 教秋 様／宮川 明史 様／大島 泉 様
小宮山 克彦 様／まちの不動産水平リーベ 様／有限会社丸山 様／御坂町フレンドシップゴルフ大会 様
有限会社スマートテックウサミ 様／鎮目ふれあい体操会 様／松寿会 様／笛吹市ゴルフ連盟一宮支部 様

これまでの実績
どうかな？

　笛吹市社会福祉協議会では、令和２年度より、相談などで関わりがあった笛吹市のひとり
親世帯へ、「社協が関わるひとり親家庭応援支援の情報」を発信し始めました。当初は電話で
の連絡を行っていましたが、受け取る保護者の方のニーズを踏まえ、より情報を受け取りやす
いLINEでの情報提供に切り替えました。
　これまで社協やボランティア団体、NPO、企業などが行う「子ども食堂・フードパントリー」
などの食の支援や、制服学用品リサイクル、子ども向けの文化体験や社会的な体験活動（職業
体験）など体験をメインとした活動、ひとり親向けの奨学金の紹介など、公的な制度のみなら
ず地域で行われる様々なひとり親世帯向けの情報を発信しています。
　当初は無料であったこの情報提供も、登録者数は 150 人を超え、
LINEのサービス改定等に伴い、有料となりましたが、この基金を活用す
ることで、多くの方へ柔軟な情報提供を行うことができています。
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この寄付金は、法人税法第 37 条
第4項、所得税法第78条第2項に
該当し、寄附金控除が受けられます。


